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県
議
会
6
月
定
例
会
で
私
が
質
問
し
た
瀬
戸

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
、県
は
事
業
者
に

対
し
て
地
域
住
民
へ
の
説
明
の
徹
底
を
呼
び
掛

け
る
答
弁
が
野
村
振
興
部
長
よ
り
あ
り
、そ
の

後
、事
業
者
は
7
月
22
日
に
説
明
会
を
開
き
ま

し
た
。県
は
地
域
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
事
業
者
に
指
導
す
る
た
め
職
員
を
説
明
会

に
同
席
さ
せ
ま
し
た
。説
明
会
で
住
民
側
が
申

し
入
れ
た
森
林
伐
採
に
よ
る
土
砂
災
害
の
可
能

性
、水
源
へ
の
影
響
、希
少
種
保
存
等
の
質
問
に

対
し
て
事
業
者
は
、「
事
業
の
影
響
で
発
生
し
た

被
害
を
補
償
す
る
事
を
明
記
し
た
協
定
書
を
関

係
者
と
協
議
し
作
成
す
る
」と
回
答
し
て
い
ま

す
。現
時
点（
10
月
10
日
）で
は
2
度
目
と
な
る

説
明
会
の
予
定
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
事
業
は
森
林
伐
採
に
よ
る
電
力
を
得
る
と

い
う
本
末
転
倒
の
事
業
で
あ
り
、電
力
を
得
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
開
発
手
法
で
も
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
住
民
の
意
思
を

尊
重
す
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
の
声
を
も
と
に

日
々
の
活
動
に
力
を
入
れ
ま
す

の
で
、ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　愛知県議会9月定例議会は9月21日～10
月16日まで開かれ、一般会計補正予算や
条例の制定・一部改正など39議案を可決
成立させました。
　一般会計補正予算については、今年の
夏の猛暑を踏まえ県立特別支援学校の空
調設備の整備前倒しや、本年6月に発生し
た大阪府北部地震において小学校の塀が
倒壊し、小学4年の女児が死亡した事故を
受け、県有施設における建築基準に適合
しないコンクリートブロック塀の撤去費等
が含まれています。
　また、条例関係については、本年2月に
策定された「あいち地球温暖化防止戦略

2030」をより実効性あるものとして推進
するため「愛知地球温暖化対策推進条
例」を制定しました。また、山から街まで
緑豊かな愛知の実現に向け、平成21年
度から10年間にわたり県民の皆様にご
負担いただいてきた「あいち森と緑づく
り税」の5年間延長のため条例改正を
しました。
　なお、9月27日の代表質問において、
今後の県政に対する想いを問われた大
村知事は、「議会と連携しながら責任を
担っていきたい」と答弁し、3選出馬へ
意欲を示し、我が団として支持すること
を決定しました。
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長江正成事務所

森
林
伐
採
に
よ
る
発
電
は
本
末
転
倒

　本県は製造品出荷額等が40年連続で日本一という圧倒的な産業集積を誇るなど、日本の成長
エンジンとしての役割を担ってきました。
　しかし、本県の先進的な政策の裏付けとなっていた自主財源に関しては、外形標準課税の拡大な
どにより今後は県内企業の収益が税収増につながりにくくなります。一方、歳出面においては
高齢化により社会保障費の更なる増加は避けられず、これまで以上に厳しい行財政運営を強いら
れることになります。
　こうしたことから、我が団においては県の総合計画や個別ビジョンなどについて、その進捗状
況・達成度を精査・検証することで県施策の課題を掘り下げ、そして、従来からの「県民目線」「生
活者目線」「勤労者目線」「現場目線」の4つの視点に今年度は新たに「女性目線」の視点を
加え、将来愛知の目指すべき社会モデルを念頭に『平成31年度 施策及び当初予算に対する
提言』を取りまとめました。9月定例議会の閉会日となる10月16日に大村知事へ提出しました。

　以上の提言内容以外にも、来年オープン予定の国際展示場の整備・施設運営を通じた観光交
流機能の充実や、中小企業の人材確保と事業承継の推進、更には農林水産物のブランド化及
び6次産業化の推進や道路整備の推進など、愛知県が抱える諸課題の解決に向けた積極的な
提言内容となっております。
　今後は今回取りまとめた、この提言内容が確実に県政に反映されるよう、団を挙げて取り組んで
まいります。

子ども・女性・若者を守る
取組みの推進1. 大規模自然災害への

備えの充実2.
地域包括ケアシステムの
構築及び認知症対策の充実4.
長時間労働の是正・啓発など
による働き方改革の推進6.待機児童問題の解消等に

よる子育て支援の充実5.
自動運転実証実験などによ
る次世代技術の開発支援7. 交通事故防止対策の

推進8.

「あいち地球温暖化防止
    戦略」の確実な実行3.

主な提言内容

▶▶▶▶ ▶▶▶▶

瀬戸市における太陽光発電事業の経過。

（提言内容詳細は、県議団ホームページをご覧ください。）



「
あ
い
ち
重
点
政
策
フ
ァ
イ
ル
3
0
0
プ
ラ
ス
1
」

の
進
捗
に
つ
い
て
、知
事
自
身
の
評
価
と
、来
期
に
向
け
て

の
考
え
を
伺
う
。

産
業
力
の
強
化
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、

「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
愛
知
」の
取
組
み
な
ど
、3
0
0
項

目
す
べ
て
の
政
策
に
つ
い
て
着
実
に
成
果
を
積
み
重
ね

て
き
た
。

　
そ
し
て
今
後
も
世
界
中
に
圧
倒
的
な
存
在
感
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
、日
本
一
元
気
な
愛
知
と
し
て
、さ
ら
に

発
展
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
議
会
と
連
携
し
つ
つ
2
0
2
2
年
度
の
ジ
ブ
リ
パ
ー

ク
の
オ
ー
プ
ン
、2
0
2
6
年
度
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の

開
催
、2
0
2
7
年
度
の
リ
ニ
ア
開
業
な
ど
、日
本
の
未

来
を
形
作
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
き
、日

本
を
リ
ー
ド
す
る
未
来
の
愛
知
の
発
展
に
責
任
を
担
っ

て
い
き
た
い
。

知 

事

「
あ
い
ち
重
点
政
策
フ
ァ
イ
ル

3
0
0
プ
ラ
ス
1
」に
つ
い
て

1

「
あ
い
ち
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
」に
お
け
る
女
性
の

起
業
支
援
等
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
取

組
み
を
伺
う
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

よ
り
、女
性
の
起
業
・
活
躍
を
支
援
す
る
取
組
み
の
輪
が
地

域
に
着
実
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
今
後
は
、金
融
機
関
等
の
支
援
機
関
と
の
連
携
を
一
層

強
め
、具
体
的
な
事
業
化
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

人
手
不
足
が
顕
著
な
運
輸
、建
設
業
の
業
界
団
体
と
連
携

し
て
女
性
の
活
躍
促
進
に
関
す
る
先
進
モ
デ
ル
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

知 

事
女
性
の
活
躍
促
進

2

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
す
る
県
警
察
と
し
て
の
取
組

み
と
、サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
も
対
応
で
き
る
警
察
官
の
人
材
育

成
に
つ
い
て
伺
う
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
の
制
定
、

情
報
技
術
戦
略
課
の
新
設
な
ど
、体
制
を
強
化
し
た
。ま

た
、重
要
イ
ン
フ
ラ
や
中
小
企
業
等
と
連
携
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、最
新
手
口
の
情
報
共
有
や
対
処
訓
練
、

中
小
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
診
断
な

ど
、被
害
の
未
然
防
止
及
び
拡
大
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、サ
イ
バ
ー
捜
査
能
力
検
定
や

技
能
指
導
官
に
よ
る
指
導
、先
進
企
業
等
で
の
研
修
な
ど

で
、的
確
に
対
応
で
き
る
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

警
察
本
部
長

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策

4

２
０
２
０
年
ま
で
の
愛
知
目
標
達
成
に
向
け
た

本
県
の
取
組
み
の
進
捗
状
況
と
、生
物
多
様
性
の
保
全
に

向
け
た
今
後
の
取
組
み
を
伺
う
。

「
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」と「
あ
い
ち
ミ

テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
」を
中
核
に
、様
々
な
取
組
み
を
推
進

し
て
き
た
。

　
今
後
は
、モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や
、「
地
区
間
交
流
会
」

の
充
実
、企
業
と
自
然
環
境
保
全
団
体
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、取
組
み
の
深
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、本
県
が
主
導
し
て
立
ち
上
げ
た「
愛
知
目
標
達

成
に
向
け
た
国
際
先
進
広
域
自
治
体
連
合
」は
、地
域
レ

ベ
ル
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
国
際
的
な
評
価
と
成
果
を
得

て
き
た
。１１
月
の
エ
ジ
プ
ト
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１４
で
は
、ポ
ス

ト
愛
知
目
標
に
向
け
た
議
論
に
関
与
し
て
い
き
た
い
。

知 

事
生
物
多
様
性
の

愛
知
目
標
達
成
に
向
け
て

3
谷
口
と
も
み
幹
事
長

（
9
月
27
日
、本
会
議
）

（
昭
和
区
、3
期
）

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
代
表
質
問
か
ら

2018年秋号 （2）

メ
ン
タ
ルヘル
ス
対
策
の
充
実
を

W
R
C
日
本
ラ
ウ
ン
ド
を

愛
知・岐
阜
開
催
へ

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

新
政
あ
い
ち
県
議
団
一
般
質
問
か
ら

　
お
お
た
け
り

え
議
員
（
豊
川

市
、1
期
）は
、

人
手
不
足
の
深

刻
化
に
よ
り
、

一
人
ひ
と
り
へ

の
負
荷
が
増

し
、メ
ン
タ
ル
の
不
調
を
訴
え
る
事
例

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、対
策
の

充
実
を
求
め
た
。県
労
政
局
長
は
、県

内
企
業
で
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

割
合
は
、１
，０
０
０
人
以
上
の
企
業

で
は
９
０
．９
％
で
あ
る
の
に
対
し
、

３
０
０
人
未
満
の
企
業
で
は
３
９
．５

％
で
、企
業
規
模
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど

対
策
が
十
分
で
は
な
い
状
況
を
明
ら

新政あいち県議団 県政レポート

愛
知
県
議
会

質
問
録
画
は

検
索

か
に
し
、中
小
企
業
を
対
象
に
県
内

１４
か
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
地
域
産

業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
ス
ト
レ

ス
社
員
に
対
す
る
医
師
の
面
談
や
企

業
へ
の
総
合
的
な
助
言
・
指
導
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。ま
た

県
と
し
て
は
、き
め
細
か
く
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
必
要
性
を
啓
発
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お

り
、セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、啓
発
冊
子
の

作
成
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど

の
取
組
と
と
も
に
、各
種
支
援
メ
ニ

ュ
ー
の
周
知
を
図
り
、よ
り
一
層
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
組
み
が
進

む
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
答
弁

し
た
。

あ
い
ち
の
原
動
力
、中
小
企
業
の

事
業
承
継
の
推
進

獣
害
対
策
の
推
進
を
求
め
る

　
森
井
も
と
し

議
員
（
名
古
屋

市
守
山
区
、
3

期
）は
、県
内
の

中
小
企
業
の
内

約
4
割
の
経
営

者
が
事
業
承
継

の
準
備
を
し
て

い
な
い
実
態
を
示
し
、中
小
企
業
の

事
業
承
継
に
つ
い
て
県
の
考
え
方
を

質
し
た
。大
村
知
事
は
、事
業
承
継
の

問
題
は
、放
置
す
れ
ば
、２
０
２
５
年

頃
ま
で
、約
４４
万
人
の
雇
用
、約
１
．６

兆
円
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
失
わ
れ
る
な
ど
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
、事
業
承
継
問
題
の
解
決
な
く
し

て
、地
域
経
済
の
再
生
・
持
続
的
発
展

は
な
い
と
の
強
い
危
機
感
を
示
し
、地

域
の
支
援
機
関
と
連
携
し
て
、中
小
企

業
経
営
者
の
円
滑
な
世
代
交
代
・
事
業

承
継
に
向
け
て
支
援
し
、さ
ら
に
は
経

営
革
新
・
事
業
転
換
に
よ
っ
て
企
業
の

更
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、全
力

を
挙
げ
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
答
弁
。

　

ま
た
森
井
議
員
は
、児
童
虐
待
の
防

止
に
つ
い
て
も
警
察
本
部
長
の
考
え

を
質
し
、県
警
察
は
、市
町
村
、学
校
、

保
健
所
等
、関
係
機
関
と
情
報
を
共
有

す
る
な
ど
、子
供
が
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄

与
し
て
い
く
旨
の
考
え
を
示
し
た
。

　
鈴
木
ま
さ
と

議
員（
岡
崎
市
及

び
額
田
郡
、
２

期
）は
、山
奥
で

は
イ
ノ
シ
シ
が

共
生
で
き
る
環

境
を
整
備
し
つ

つ
、人
里
に
お
い
て
は
イ
ノ
シ
シ
の
駆

除
の
必
要
性
を
訴
え
、獣
害
対
策
に
対

す
る
県
の
考
え
を
質
し
た
。ま
た
、鈴

木
議
員
は
、山
奥
に
つ
い
て
は
、県
の

「
森
と
緑
づ
く
り
税
」や
国
で
検
討
さ

れ
て
い
る
新
税
を
有
効
に
活
用
し
、森

林
の
樹
木
伐
採
後
に
栗
や
柿
を
植
え

て
、動
物
と
共
生
で
き
る
環
境
整
備
に

つ
い
て
も
提
案
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、人
里
に
つ

い
て
は
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
活
動
の
さ
ら
な

る
推
進
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
が
、現
状
の
捕
獲
に
関
す
る

補
助
金
に
つ
い
て
は
、幼
獣
の
場
合
で

は
1,
0
0
0
円
以
内
の
補
助
金
で
あ

る
の
に
対
し
、成
獣
で
捕
獲
し
ジ
ビ
エ

加
工
処
理
施
設
に
搬
入
す
る
と

9,
0
0
0
円
以
内
の
補
助
金
で
あ
る

こ
と
か
ら
、狩
猟
者
は
イ
ノ
シ
シ
を
大

き
く
な
る
ま
で
待
っ
て
捕
獲
し
よ
う

と
す
る
動
機
が
働
い
て
し
ま
う
な
ど

の
問
題
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
お
り
、国

に
対
し
捕
獲
補
助
金
拠
出
の
見
直
し

を
提
言
す
る
よ
う
県
に
要
望
し
た
。

　
福
田
喜
夫
議

員（
日
進
市
及
び

愛
知
郡
、１
期
）

は
、「
W
R
C（
世

界
ラ
リ
ー
選
手

権
）」の
日
本
開

催
に
向
け
招
致

が
進
ん
で
お
り
、県
の
取
組
み
に
つ
い

て
質
し
た
。県
は
、本
年
１
月
に
招
致

関
係
者
が
知
事
に
W
R
C
開
催
を
要

請
さ
れ
、そ
の
後
、ラ
リ
ー
コ
ー
ス
に

予
定
さ
れ
る
名
古
屋
市
、岡
崎
市
、豊

田
市
、新
城
市
、長
久
手
市
、設
楽
町
及

び
岐
阜
県
恵
那
市
、中
津
川
市
に
説
明

会
を
、さ
ら
に
住
民
説
明
会
と
個
別
相

談
を
進
め
、県
警
察
と
の
協
議
を
経
て

J
A
F
は
F
I
A
世
界
自
動
車
連
盟

に
２
０
１
９
年
の

開
催
申
請
し
た
。

本
年
開
催
さ
れ
る

第
１５
回
新
城
ラ
リ

ー
に
F
I
A
か
ら

査
察
に
訪
れ
る
こ

と
、正
式
決
定
す
れ
ば
２
０
２
２
年
ま

で
４
回
開
催
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　

ま
た
、愛
・
地
球
博
記
念
公
園
が
メ

イ
ン
会
場
と
な
り
、知
事
は「
W
R
C

日
本
ラ
ウ
ン
ド
の
本
県
開
催
は
大
変

誇
ら
し
く
、心
か
ら
歓
迎
す
る
。関
係

市
町
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
世
界
に

発
信
で
き
る
ラ
リ
ー
を
つ
く
っ
て

い
け
る
よ
う
、大
会
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
む
。」と
答
弁
し
た
。

障
害
者
の

就
労
機
会
の

拡
大
を

　
渡
辺
靖
議
員

（
西
尾
市
、
１

期
）
は
、
人
手

不
足
の
課
題
を

抱
え
る
農
業
分

野
で
の
労
働
力

の
確
保
に
つ
な

が
る
農
福
連
携
に
つ
い
て
県
の
考
え
を

質
し
た
。
質
問
に
対
し
県
は
、
農
福
連

携
連
絡
会
議
を
通
じ
て
情
報
交
換
や
課

題
を
把
握
し
、
農
業
者
が
障
害
者
を
雇

用
す
る
際
に
課
題
と
な
る
作
業
指
示
の

仕
方
や
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
を
学
ぶ

農
福
連
携
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と

で
、
障
害
の
あ
る
方
に
工
賃
向
上
と
新

た
な
働
く
場
の
提
供
が
で
き
る
と
と
も

に
、
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
、
農
業
を
通

じ
て
社
会
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
農

福
連
携
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　

ま
た
、渡
辺
議
員
は
、河
川
・
海
岸
堤

防
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て
も
県
の
考
え

を
質
問
。
建
設
部
長
は
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
を
は
じ
め
低
平
地
に
お
い
て
堤

防
が
液
状
化
で
沈
下
す
る
こ
と
に
よ
る

浸
水
被
害
か
ら
、
人
命
や
資
産
を
守
る

必
要
が
あ
る
区
間
に
つ
い
て
「
第
3
次

あ
い
ち
地
震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
位
置
づ
け
、
重
点
的
に
実
施
し

て
、
地
域
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
着
実
に
進
め
る
と
の
考
え

を
示
し
た
。

特
別
支
援
学
校

で
の
ゴ
ミ
処
分

に
つ
い
て　

河
合
洋
介
議

員
（
知
多
郡
第

一
、
2
期
）
は
、

特
別
支
援
学
校

に
お
け
る
ゴ
ミ

処
分
に
つ
い
て

県
の
考
え
を
質

し
た
。
河
合
議
員
は
、
ゴ
ミ
処
分
に
つ

い
て
、
学
校
内
で
処
分
し
て
い
る
も
の

と
、
家
庭
に
持
ち
帰
ら
せ
て
い
る
も
の

が
存
在
を
し
、
そ
の
明
確
な
区
別
が
な

く
、
県
立
の
特
別
支
援
学
校
の
中
で
も

ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
県
に
指

摘
。
お
む
つ
、
紙
パ
ン
ツ
、
医
療
的
ケ
ア

で
生
じ
た
ゴ
ミ
等
に
つ
い
て
、
原
則
学

校
で
の
処
分
を
求
め
、
ゴ
ミ
を
家
庭
に

持
ち
帰
る
と
い
う
負
担
を
無
く
す
よ
う

提
案
を
し
、
県
の
見
解
を
質
問
し
た
。

県
教
育
委
員
会
の
平
松
教
育
長
は
、
お

む
つ
、
紙
パ
ン
ツ
に
関
し
て
は
、
原
則
学

校
で
の
処
分
を
行
う
よ
う
に
指
示
す
る

と
明
言
し
、
そ
の
他
ゴ
ミ
に
関
し
て

も
、
個
別
に
丁
寧
な
対
応
を
と
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
児
童
生

徒
の
心
理
的
負
担
を
含
む
、
ご
家
庭

へ
の
負
担
軽
減
が
実
現
す
る
運
び
と

な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
体
調
急
変
時
の
対
応
や
、

公
共
交
通
に
お
け
る
鉄
道
の
役
割
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
市
町
村
や
事
業
者
と
の

連
携
に
つ
い
て
質
問
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ

教
育
委
員
会
、
振
興
部
か
ら
前
向
き
な

回
答
を
得
た
。
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